
医学の進歩にともない、概念や診断、対応が
大きく変化した口腔粘膜疾患。

12 年前の “ 重版出来 ” となった実用書が、 
使いやすさは変わらずに新情報を網羅して再び刊行 !

●サイズ：A4判変型　●156ページ　●定価　本体8,000円（税別）

［本書の主な特徴］

◆口腔粘膜疾患を網羅した本ではなく、日常臨床
で遭遇する可能性の高い疾患のみを取り上げて
解説

◆臨床で粘膜疾患を発見した際に、口腔癌などす
ぐに対応が必要なものかどうかをまずは判別で
きるよう、「緊急度に応じた分類」に準じて疾患
を紹介

◆1疾患につき、みひらき2ページで紹介。左ペー
ジに病態写真と疾患を見るときのポイントを、
右ページは疾患の概念や対応などの基本的事項
を記載

◆口腔粘膜の基本的見方を紹介した「BASIC」、各
疾患の関連知識を述べた「NOTE」、口腔粘膜疾
患の薬物療法を述べた「APPENDIX」も充実

◆わかりにくい病態は、写真上に、正常部位と異
常部位の境界を縁取って解説
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○日常臨床で遭遇する可能性の高い疾患のみを取り上げ解説。
○1疾患につき、みひらき2ページで紹介。
　左ページに病態写真と疾患を見るときのポイントを、
　右ページは疾患の概念や対応などの基本的事項を記載。
○「すぐに専門的治療を開始する病変」「急がないが専門的に治療する病変」
　「治療を要さないもの」などの鑑別に役立つ実用書。

初版でおなじみの「緊急度に応じた口腔粘膜病変の分類」を、
最新情報をもとに大幅に改定!　初版に11疾患追加！
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SECTION 口腔粘膜疾患 1-50

Ⅰ .  治療を要するもの
1-1 すぐに専門的治療を開始する病変　

①生命にかかわる

SACTION 1 舌癌

SACTION 2 口底癌・頬粘膜癌

SACTION 3 歯肉癌

SACTION 4 紅板症

SACTION 5 白板症（非均一型）

SACTION 6 血管性浮腫

②症状が軽くてすむ

SACTION 7 帯状疱疹

SACTION 8 ハント症候群

SACTION 9 疱疹性歯肉口内炎

SACTION 10 口唇ヘルペス

SACTION 11 偽膜性カンジダ症

SACTION 12 紅斑性カンジダ症

SACTION 13 肥厚性カンジダ症

BASIC  口腔粘膜疾患を理解するための
              基本的知識 1-6
BASIC 1 口腔の構造

BASIC 2 舌

BASIC 3 口腔粘膜疾患の徴候（肉眼的所見）

BASIC 4 形から見た疾患の鑑別

BASIC 5 色から見た疾患の鑑別

BASIC 6 原因と発症メカニズムから見た疾患の分類

SACTION 14 カンジダ性口角炎・口唇炎

SACTION 15 カンジダ性義歯性口内炎

SACTION 16 口腔粘膜疾患へのカンジダ感染

SACTION 17 壊死性潰瘍性歯肉口内炎

SACTION 18 口腔粘膜の化膿性炎

SACTION 19 化膿性唾液腺炎

1-2 急がないが専門的に治療する病変　

①歯科での診療が必要

SACTION 20 白板症（均一型）

SACTION 21 口腔扁平苔癬

SACTION 22 褥瘡性潰瘍

SACTION 23 義歯性線維腫

SACTION 24 フラビーガム

SACTION 25 線維腫

SACTION 26 エプーリス

SACTION 27 歯肉増殖症

SACTION 28 乳頭腫

SACTION 29 血管腫

SACTION 30 多形腺腫

SACTION 31 粘液嚢胞

SACTION 32 唾石症

②医科での診療も必要

SACTION 33 天疱瘡・類天疱瘡

SACTION 34 シェーグレン症候群

SACTION 35 全身性強皮症

SACTION 36 萎縮性舌炎

SACTION 37 色素沈着・アミロイドーシス

SACTION 38 特発性血小板減少性紫斑病

APPENDIX 口腔粘膜疾患の薬物療法

Ⅰ .  口腔粘膜疾患の原因療法
1 抗真菌薬

2 抗ウイルス薬

3 抗菌薬

4 口腔粘膜殺菌消毒薬

Ⅱ .  口腔粘膜疾患の対症療法
1 ステロイド性抗炎症薬

2 アズレンスルホン酸ナトリウム

3 表面麻酔薬

4 人工唾液

5 唾液分泌促進薬（コリン作動薬）

1-3 対症療法が中心になる病変

SACTION 39 カタル性口内炎

SACTION 40 アフタ性口内炎

SACTION 41 ヘルパンギーナ

SACTION 42 潰瘍性口内炎

Ⅱ .  治療を要さないもの
SACTION 43 外骨症

SACTION 44 フォーダイス斑

SACTION 45 地図状舌

SACTION 46 溝状舌

SACTION 47 正中菱形舌炎

SACTION 48 舌扁桃肥大

SACTION 49 黒毛舌

SACTION 50 舌苔
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新版　チェアサイド・介護で役立つ　口腔粘膜疾患アトラス
どこで見わけて、どう対応？

BASIC  2

舌
　筋肉性の器官である舌の表面は粘膜に被われており、舌尖、舌
体、舌根の３部に区別される。舌尖と舌体との間に明らかな境はな
いが、舌体と舌根は分界溝によって区画されている。
　舌尖と舌背には無数の小突起があり、これを「舌乳頭」という。
1）糸

しじょう

状乳頭
　舌背一面には糸状乳頭がある。糸状乳頭はもっとも数が多く、密
な結合組織性の芯と厚い角化突起で構成されている。地図状舌

45SECTION はこの舌乳頭の変化である。

2）茸
じじょう

状乳頭
　茸状乳頭の上皮は薄く角化せず、血管に富んだ結合組織の芯があ
る。そのため白っぽい糸状乳頭の間にあって茸状乳頭はピンク色の
点の散在として認められる。
3）有郭乳頭
　有郭乳頭は舌根に近いところにある。舌乳頭の中で、もっとも少
数でもっとも大きい。
4）葉状乳頭
　葉状乳頭は、舌外側縁の後方部にひだ状のもので、舌側縁に縦方
向に並ぶように存在している。
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左側舌縁の赤白混在病変

白色部の隆起は軽度であるが、色が均一で
はなく赤色が混在している

白色の中の赤色は正常粘膜よりも赤い

色の不均一さは要注意

病理組織学的に上皮内癌

図5-1
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左側舌縁〜舌下面〜口底部に白色病変があ
り、白色部は隆起した白板で、表面は凹凸

部位によって白色の強さが異なる

舌縁から舌下面は白板が厚く、口底部は薄い

白斑の中に上皮が薄く赤い部分がある

白色の上方に小結節がある

形と色の不均一さは要注意
図5-2
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図5-3
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すぐに専門的治療を開始する病変1-1
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広範囲に及ぶ白色の変化

赤色の部分

隆起

乳頭状

隆起

28 SECTION 5

白
板
症
（
非
均
一
型
）

5
SECTION

　「白板症」（leukoplakia）とは、他のいかなる疾患とし
ても特徴づけられない白色の口腔粘膜の病変に対して用
いる臨床的な用語である4）。病理組織学的には上皮性異

形成の程度が問題となる。非均一型白板症は、上皮性異
形成が高度なものが多いため、癌を念頭に置いて対処す
る必要がある。

白板症とは：臨床診断名であり、組織学的にはさまざまな上皮の変化を含んでいます。

　白板症は「均一型白板症」 20SECTION と「非均一型
白板症」に分けられるが、非均一型は悪性化しやすい。
非均一型白板症は、平坦で均一な白色ではなく、色や形
状が不均一なもので、赤白混在の斑紋型、疣

ゆう

贅
ぜい

型（いぼ
状）、結節型がある。赤白混在型の斑紋型の白板症は紅

斑白板症と呼ばれる1）。すなわち 4SECTION 表4-1の
紅斑白板症は非均一型白板症である。紅板症や白板症
は、生検を行い、癌化や上皮性異形成の程度を確認する
必要がある。

非均一型白板症とは：白板症の中でも癌になりやすい状態です。

　「上皮性異形成」（epithelial dysplasia） や「上皮内癌」
（carcinoma in situ）は病理組織学的な用語である。上皮
性異形成は、「構造異型」（structural atypia）および「細
胞異型」（cellular atypia）（正常な上皮の成熟と層状配列
の消失）を特徴とする重層扁平上皮の変化である。
　病理組織学的な上皮性異形成の診断基準として16項
目があり、それらの項目数が多いほど異形成の程度は高
度となる（表5-1）。
　上皮性異形成をmild dysplasia、 moderate dysplasia、 
severe dysplasiaの３段階に分けるシステムとlow-grade
とhigh-gradeの２つに分けるシステムがある。上皮性異
形成をグレード分類し治療に役立てようという試みであ
る。
　上皮内癌は、上皮の全層にわたって著しい異形成があ

るが基底膜を破っていないものを指す用語であるが、上
皮内癌と高度上皮性異形成（severe dysplasia）は同義語
として扱われている1）。

上皮性異形成とは：病理組織学的な用語です。

表5-1　�口腔上皮性異形成（oral�epithelial�dysplasia）の
診断基準（文献1）から作成）

構造的変化 細胞学的変化

不規則な上皮の層構造 核の大小不同

基底細胞の極性の消失 核の多形性（形がさまざま）

滴状型の上皮突起 細胞の大小不同

核分裂像の増加 細胞の多形性（形がさまざま）

上皮浅層の異常な核分裂像 核・細胞質比の増大

個々の細胞の早期角化 異常核分裂像の出現

上皮突起内のケラチン真珠 核小体の増加と大型化

細胞間結合性の減退 核の過染性

　白板症の臨床像は「均一型」（homogeneous type）と
「非均一型」（non-homogeneous type）に分けられる1、2）。
non-homogeneousは均一ではないという意味なので、
この「非均一型」という言い方は正しいと思い使用してい
た。ところが口腔病理学の教科書では「不均一型」と記載

されている5)。確かに形や色が不均一（heterogeneous）
なタイプである。また、「非均質型」という記載もある5)。
統一性がないためか、「ノン-ホモジーニアス-タイプ」と
言っている先生が多い。

1
CHECK

非均一型と不均一型の違い
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